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蜂刺されが多くなっています。もし刺されたら 

１．出来るだけ早く毒針を取り除く 

２．冷湿布をする（痛みを和らげることができます） 

３．患部を持ち上げる（腫れ、痛みを和らげます） 

４．病院を受診する 

全身アレルギー反応に注意してください。 

・全身のかゆみ 及び、じんましん ・唇や舌の腫れ 

・喘鳴 及び、呼吸困難など 
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        熱中症に注意 ‼  

熱中症とは・・・ 

読んで字のごとく「熱が中る（あたる）」という意 

味で、身体の中と外の“あつさ”によって引き起こ 

される様々な身体の不調で、最悪の場合死に至ります。 

「災害レベルの猛暑」と言われる今年は例年の２倍 

以上のペースで熱中症が発生しています。今後も十分 

な熱中症予防に努めましょう。 

家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために熱 

中症になる場合があり、熱中症の搬送件数の４割以上 

が家の中で起きています。 

「喉が乾かなくともこまめな水分補給」、「暑いと感じ 

なくてもこまめな室温確認〈室温管理〉」など、十分 

に注意しましょう。 

 

２０１９年８月１５日発行 第３９号 

 ＜ 糖尿病患者さんの熱中症予防 飲料水＞ 
室内でしか活動しない方にはまず水か麦茶。ちょっ

と汗をかいたり外出するときはカロリー０のスポ

ーツドリンク。自販機・コンビニではあまり見かけ

ないのでスーパーでまとめて買っておいておくと

便利かもしれません。 

待合室に各スポーツドリンクなどを掲示してある

ので、来院されたらチェックしてみて下さいね。 

カロリー０にしていただくのは血糖コントロール

に有効ですが、炎天下の中お仕事しないといけない

方はご自分なりの対策法で構いません。熱中症にく

れぐれも注意してお仕事頑張って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぺーすで                                          

                              

              

診療のお知らせ 

◎９月 １２日（木）15 時 30 分で受付終了 

◎９月 １４日（土）休診 

上記の通りになっております。ご迷惑をおかけし

ますが、よろしくお願いします。 

待 合 室 

白衣の天使 

掲 示 板 

   

 

待合室コーナーは、糖尿病の予防や改善に向けた情報をお伝えします。  


